
 

保
険
料
の
免
除
制
度
が
変
わ
り
ま
す

　

新
た
に
「
多
段
階
の
一
部
納
付
（
免
除
）
制
度
」
を
追
加

　

国
民
年
金
保
険
料
（
月
額
一
三
八
六
〇
円
）
の
納
付
が
経
済
的
な
理

由
等
に
よ
り
困
難
な
方
の
た
め
に
、
保
険
料
の
免
除
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
免
除
制
度
に
、
七
月
か
ら
新
た
に
、「
一
部
納
付
制
度
」
が
加

わ
り
ま
し
た
。
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慶
野
松
原
海
水
浴
場
が
、
快か

い
す
い
よ
く

水
浴
場じ

ょ
う

百
選
の
特
選
に

　

こ
れ
ま
で
の
免
除
制
度
は
、
①

全
額
免
除
、
②
半
額
納
付
、
③
若

年
者
納
付
猶
予
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
加
え
、
七
月
か
ら
一
部
納

付
制
度
と
し
て
、「
四
分
の
一
納

付
」、「
四
分
の
三
納
付
」
が
新
設

さ
れ
ま
し
た
。

▽
注
意
点　

一
部
納
付
制
度
で
納

付
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
、
未
納

期
間
扱
い
と
な
る
た
め
、
将
来

の
老
齢
基
礎
年
金
の
資
格
・
額 

に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
　

ま
た
、
万
が
一
の
時
の
障
害

基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金

を
受
給
で
き
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。

▽
申
請
先　

総
合
窓
口
セ
ン
タ

ー
、
出
張
所
、
連
絡
所

問
明
石
社
会
保
険
事
務
所

　

☎
０
７
８
・
９
１
２
・
４
９
１
６

　

南
あ
わ
じ
市
連
合
Ｐ
Ｔ
Ａ
（
山

口
浩
会
長
）
で
は
六
月
十
二
日
、

市
内
の
県
立
高
校
二
校
が
来
年
四

月
に
統
合
し
誕
生
す
る
統
合
高
校

に
一
学
年
八
学
級
確
保
を
求
め
る

署
名
を
県
教
育
長
に
提
出
し
ま
し

た
。

　

三
原
高
校
と
志
知
高
校
の
定
数

は
合
わ
せ
て
七
学
級
二
百
八
十
人

で
、
市
内
中
学
校
の
卒
業
生
の
半

数
以
上
が
市
外
へ
の
通
学
を
余
儀

な
く
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
五

月
二
十
一
日
の
同
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
で

統
合
高
校
の
定
員
を
一
学
級
四
十

人
増
や
す
要
望
を
決
議
。
こ
れ
を

受
け
、
同
月
三
十
日
か
ら
Ｐ
Ｔ
Ａ

会
員
ら
が
中
心
と
な
り
市
内
全
戸

を
対
象
に
署
名
活
動
を
展
開
し
ま

し
た
。

　

こ
の
日
は
、
同
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
ら

二
十
三
人
と
中
田
勝
久
市
長
、
中

村
三
千
雄
市
議
会
議
長
が
県
庁
を

訪
問
し
、
三
万
四
千
二
百
八
十
六

人
の
署
名
を
吉
本
知
之
教
育
長
に

提
出
し
ま
し
た
。
ま
た
、
齋
藤
富

夫
・
五い
よ
ろ
い

百
蔵
俊
彦
副
知
事
に
も
直

接
面
会
し
、
要
望
し
ま
し
た
。

　

南
あ
わ
じ
市
防
災
会
議
が
六
月

二
日
、
中
田
勝
久
南
あ
わ
じ
市
長

を
会
長
に
防
災
関
係
機
関
の
代
表

者
を
委
員
と
し
て
開
催
さ
れ
、
地

震
や
風
水
害
な
ど
の
自
然
災
害
に

関
し
て
総
合
的
な
指
針
を
定
め
た

地
域
防
災
計
画
案
を
協
議
し
ま
し

た
。

　

計
画
案
は
、
風
水
害
対
策
編
、

地
震
対
策
編
、
東
南
海
・
南
海
地

震
防
災
対
策
推
進
計
画
、
資
料
編

で
構
成
さ
れ
、
平
常
時
か
ら
行
う

防
災
知
識
の
普
及
や
災
害
発
生
時

の
素
早
い
避
難
な
ど
に
「
市
民
の

命
を
守
る
『
減
災
』
対
策
」
な
ど

が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
民
に
は
三
日
間
の
飲
料
水
や

食
料
の
備
蓄
、
住
宅
の
耐
震
化
を

求
め
、
市
で
は
大
規
模
災
害
を
想

定
し
た
食
糧
確
保
を
計
画
し
て
い

ま
す
。

　

同
地
震
防
災
対
策
推
進
計
画
で

は
、
沿
岸
部
で
の
防
災
対
策
を
講

ず
べ
き
地
域
を
掲
げ
、
そ
れ
ぞ
れ

に
予
想
津
波
高
や
到
達
時
間
が
示

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

計
画
案
は
、
県
に
よ
る
審
査
を

経
て
年
内
に
決
定
す
る
予
定
。

▲地域防災計画を協議する関係者

３
万
４
千
人
の
署
名
を
提
出

統
合
高
校
に
８
学
級
確
保
要
望

南
あ
わ
じ
市
防
災
会
議

市
民
の
命
を
守
る
防
災
計
画
を
協
議

▲８学級確保を求めた34,286人の署名を提出する
　市連合ＰＴＡ役員ら

１か月の一部納付額等（平成18年度）
免 除 の 種 類 一 部 納 付 額 免 除 さ れ る 額

４分の１納付 ３，４７０円 １０，３９０円

半 額 納 付 ６，９３０円 ６，９３０円

４分の３納付 １０，４００円 ３，４６０円

若年者納付猶予
（30歳未満の方）

ご負担はありませんが、将来の年金額には
反映されません

　

快
適
に
泳
げ
る
海
や
湖
、
河
川

な
ど
全
国
で
百
か
所
の
水
浴
場
を

「
快
水
浴
場
百
選
」
と
し
て
環
境

省
が
選
定
、
う
ち
慶
野
松
原
海
水

浴
場
な
ど
特
に
評
価
が
高
い
十
二

か
所
が
「
特
選
」
と
し
て
認
定
を

受
け
ま
し
た
。

　

同
海
水
浴
場
は
、
国
の
名
勝
の

指
定
や
日
本
の
渚
百
選
、
日
本
の

夕
日
百
選
、
日
本
の
海
水
浴
場

八
十
八
選
に
選
ば
れ
る
な
ど
の

「
優
れ
た
自
然
景
観
」、
監
視
員
や

救
護
施
設
、
警
察
官
の
巡
回
な
ど

の
「
安
全
性
」、
中
学
生
に
よ
る

松
の
植
栽
や
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
な
ど
の
「
保
全
活
動
」
が
高

い
評
価
を
受
け
ま
し
た
。

▲海水浴場の清掃に励むボランティアの方々

　

西
淡
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
グ
ラ

ウ
ン
ド
と
道
路
を
隔
て
る
境
に
、

長
さ
約
二
十
ｍ
、
高
さ
一
ｍ
の
瓦

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が
設
置
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
は
松
帆

古
津
路
老
人
会
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
会
（
波
戸
政
義
代
表
、
二
十
五

人
）
に
よ
り
整
備
さ
れ
、
五
月

三
十
日
に
完
成
し
ま
し
た
。

　

同
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
、
慶
野
松
原

海
水
浴
場
に
隣
接
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
水
上
オ
ー
ト
バ
イ
な
ど
を

積
ん
だ
車
に
進
入
さ
れ
や
す
く
、

ま
た
元
々
あ
っ
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト

製
の
柵
も
壊
れ
て
お
り
、
管
理
に

支
障
が
生
じ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
、
同
会
が
柵
代
わ

り
と
な
る
瓦
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を
計

画
、設
置
を
市
に
申
し
出
ま
し
た
。

五
月
上
旬
か
ら
五
千
枚
の
淡
路
瓦

と
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
使
っ
て
整
備

を
進
め
て
い
ま
し
た
。
材
料
と
な

る
瓦
は
、
瓦
製
造
業
を
営
む
会
員

か
ら
無
償
提
供
を
受
け
ま
し
た
。

　

波
戸
代
表
は
「
車
の
進
入
だ
け

で
な
く
、
ゴ
ミ
を
捨
て
る
人
も
多

い
。
夏
場
に
な
る
と
毎
週
土
日
は

半
日
が
か
り
で
清
掃
作
業
を
し
な

く
て
は
な
ら
な
い
。
利
用
者
は
マ

ナ
ー
を
守
っ
て
ほ
し
い
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

▲瓦モニュメントを整備する地元老人クラブの皆さん

社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
に
瓦
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
車
進
入
防
止
用
と
し
て

台
風
シ
ー
ズ
ン
を
控
え

　

土
砂
災
害
に
注
意

南あわじ市防災ネット
http://bosai.net/
minamiawaji/

　
　
　
ひ
と
口
メ
モ

防災課
☎43-5006

土
石
流
災
害
に
つ
い
て

　

山
腹
や
川
底
の
石
や
土
砂
が
、

長
雨
や
集
中
豪
雨
な
ど
の
大
量
の

水
と
い
っ
し
ょ
に
な
っ
て
津
波
の

よ
う
に
襲
っ
て
く
る
も
の
を
「
土

石
流
」
と
い
い
ま
す
。

　

危
険
な
場
所
は
、
谷
川
に
大
き

な
石
が
ゴ
ロ
ゴ
ロ
あ
る
と
こ
ろ
や

裏
山
に
急
な
谷
川
が
あ
る
と
こ

ろ
、
扇
状
地
。

が
け
崩
れ
災
害
に
つ
い
て

　
「
が
け
崩
れ
」
は
、
斜
面
が
突

然
崩
れ
落
ち
る
災
害
で
す
。
崩
れ

た
土
砂
は
、
斜
面
の
高
さ
の
二
〜

三
倍
も
離
れ
た
所
ま
で
届
く
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　

危
険
な
場
所
は
、
が
け
に
ひ
び

割
れ
が
発
生
し
て
い
る
と
こ
ろ
や

が
け
の
上
部
が
せ
り
出
し
て
い
る

と
こ
ろ
、
急
な
が
け
で
高
い
と
こ

ろ
、
が
け
か
ら
水
が
湧
き
出
し
た

り
、
が
け
の
表
面
を
水
が
流
れ
て

い
る
と
こ
ろ
。

地
す
べ
り
災
害
に
つ
い
て

　

地
面
は
固
さ
や
性
質
が
違
う
土

や
石
が
い
く
つ
も
の
層
に
な
っ

て
、
積
み
重
な
っ
て
で
き
て
い
ま

す
。
地
下
水
が
粘
土
の
よ
う
な
、

す
べ
り
や
す
い
層
に
し
み
込
み
、

そ
こ
か
ら
上
の
地
層
が
す
べ
り
落

ち
る
の
が
「
地
す
べ
り
」
で
す
。

　

危
険
な
場
所
は
、
地
面
に
段
差

や
亀
裂
が
あ
る
と
こ
ろ
、
樹
木
や

電
柱
が
傾
い
て
い
る
と
こ
ろ
。

　

地
す
べ
り
は
、
雨
の
ほ
か
、
地

震
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　

災
害
へ
の
備
え
や
避
難
場
所
な

ど
は
、「
南
あ
わ
じ
市
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
」
に
詳
し
く
掲
載
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
、ご
活
用
く
だ
さ
い
。

防
災
出
前
講
座
を
実
施
中

　

学
校
や
企
業
な
ど
を
対
象
に
出

前
講
座
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
詳

し
く
は
、
防
災
課
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

▲志知高校での防災出前講座の様子


